
市
民
の
痛
み
届
か
ぬ
市
政

１
月
26
日
市
議
会
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

２
０
２
１
～
２
０
２
３
年
度
の
３
年
間
の
財
政
計
画

と
な
る
実
施
計
画
が
公
表
さ
れ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
に
よ
る
減
収
を
理
由
に
、
継
続

事
業
を
基
本
に
市
民
の
く
ら
し
福
祉
の
要
求
実
現
は

ほ
と
ん
ど
明
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

市
税
収
入
は
、
前
計
画
で
は
２
０
２
１
年
度
約
１

６
６
億
円
を
約
１
５
４
億
円
と
12
億
円
減
額
。
２
０

２
２
年
度
は
１
６
６
億
円
、
２
０
２
３
年
に
は
１
７

２
億
円
と
挽
回
し
ま
す
。
法
人
市
民
税
の
国
税
化
も

減
収
の
大
き
な
要
因
で
す
が
人
口
５
万
人
以
上
の
自

治
体
８
割
が
行
っ
て
い
る
最
高
税
率
実
施
を
し
ま
せ

ん
。
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
は
、
各
年
22
億
円
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

名
鉄
土
地
１
億
円
、
西
端
工
業
地
７
億
円

歳
出
で
は
、
県
道
碧
南
駅
前
線
で
総
事
業
費
14
億

円
の
う
ち
各
年
２
億
５
千
万
円
投
入
。
駅
前
広
場
は

総
額
６
億
円
の
う
ち
名
鉄
用
地
購
入
で
１
億
円
以
上

の
支
出
で
す
。
北
部
工
業
地
は
総
額
約
８
億
円
の
う

ち
２
０
２
１
年
は
２
億
５
千
万
円
で
す
。

２
号
地
進
出
企
業
に
１
億
４
千
万
円
の
補
助
も
。
不

用
普
及
や
県
や
名
鉄
の
肩
代
わ
り
事
業
へ
の
市
税
投

入
で
す
。

民
間
子
ど
も
園
に
３
億
円
補
助

羽
久
手
、
築
山
、
天
道
、
日
進
な
ど
鷲
塚
保
育
園

以
外
の
公
立
保
育
園
は
、
０
歳
児
保
育
や
11
時
間
の

標
準
保
育
も
行
わ
ず
「
ガ
ラ
空
」
園
を
抱
え
放
置
し

て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
鷲
塚
地
域
の
医
療
法
人
が

子
ど
も
園
の
新
設
を
申
し
出
。
約
３
億
円
近
い
補
助

金
を
２
０
２
１
年
に
予
定
し
ま
し
た
。

少
人
数
学
級
は
反
映
せ
ず

政
府
は
、
少
人
数
学
級
を
２
０
２
１
年
度
か
ら
小

学
校
２
年
生
か
ら
５
年
間
で
全
学
年
実
施
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
現
在
は
愛
知
県
が
２
年
生
35
人
学
級
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
県
が
小
３
を
実
施
す
る
か
、

廃
止
す

る
か
、

中
学
2

年
に
す

る
か
未

定
で
す
。

碧
南
市

は
、
小

学
1
年

か
ら
３

年
生
ま

で
30
人

以
上
の

ク
ラ
ス
に
「
少
人
数
授
業
」
の

日
・
5
時
間
×
週
５
日
の
加
配

を
行
っ
て
い
ま
す
が
実
施
計
画

に
は
国
の
動
向
は
反
映
し
て
い

ま
せ
ん
。

宮
下
住
宅
３
年
間
白
紙

宮
下
住
宅
の
吹
上
町
側
も
３

年
間
予
算
な
し
。
解
体
は
実
施

の
予
定
で
す
。

こ
れ
で
笑
顔
に
な
れ
ま
す
か

市
民
病
院
に
は
改
修
に
８
億

円
。
年
８
億
円
の
減
収
補
填
で

す
。
18
歳
ま
で
の
医
療
費
無
料

化
も
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
券
、
く

る
く
る
バ
ス
は
オ
レ
ン
ジ
・
パ
ー

プ
ル
の
車
両
交
換
。
移
動
手
段

拡
充
は
、
言
葉
だ
け
に
な
っ
て

い
ま
す
。
「
誰
も
が
笑
顔
で
元

気
に
暮
ら
せ
る
賑
わ
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
」
と
掲
げ
て
も
、

市
民
の
実
感
は
「
さ
む
ざ
む
」

す
る
ば
か
り
で
す
。
ケ
ア
と
福

祉
に
手
厚
い
碧
南
市
を
心
か
ら

望
み
ま
す
。 ６

ｍ
落
下
事
故

大
浜
権
現
中
継
ポ
ン
プ
場

1
月
13
日
12
時
半
過
、
大
浜
権
現
中
継
ポ
ン
プ
場
で
委
託
業
者
「
株
式
会
社
エ
ス
エ
ム
の
作
業
員
（
20

歳
代
男
性
）
が
６
ｍ
下
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
に
落
下
。
両
足
か
か
と
、
骨
盤
な
ど
複
数
箇
所
の
骨
折
で
全

治
６
カ
月
の
事
故
が
起
こ
り
ま
し
た
。

作
業
内
容
改
善
を

日
本
共
産
党
山
口
、
岡
本
両
議
員
は
15
日
現
地
視
察
を
行
い
ま
し

た
。
下
水
汚
水
を
蜆
川
対
岸
に
送
る
施
設
で
、
月
1
回
委
託
業
者

が
集
塵
箇
所
の
袋
（
微
量
）
を
交
換
し
年
に
1
回
、
地
下
施
設
内

の
ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
２
個
を
ク
レ
ー
ン
で
６
ｍ
つ
り
上
げ
改
修
し

て
い
ま
し
た
。
機
械
修
繕
用
の
開
口
部
か
ら
落
下
し
た
の
で
す
。

月
ご
と
に
屋
外
に
ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
を
移
動
す
れ
ば
危
険
な
ク
レ
ー

ン
作
業
は
回
避
で
き
た
。
と
部
課
長
に
作
業
工
程
の
見
直
し
を
求

め
ま
し
た
。
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「誰もが笑顔に･･･」というけれど、名鉄など企業向けばかり

他市なみに18歳医療費無料化、高齢者タクシー券、くるくるバス拡充を

100分 de 名著 マルクス“資本論”
第3回 イノベーションが「クソどうでもいい仕事」を生む!？

E テレ2CH、月曜日午後10時25分から25分間の「100分 de 名著」1月18日「資本論」

3回目。技術革新が、「労働」の構想と実行を分離させ「クソどうでもいい仕事」

を生み出し「人間らしい働き方から疎外させられた」と。ブルシット・ジョブ BU

LLSHIT JOBS“クソどうでもいい仕事”文化人類学者デビット・グレーバー（１

９６１～２０２０）が世界のキーワードとなっている。広告・コンサル・投資な

どの労働者自身が感じ始めている。安くものを大量につくるためには資本家が労

働者を酷使する。従順な労働者にされ、技能や能力も奪われる。

学校給食の例を示し、センター方式と自校方式を比較。献立や地産地消を構想

できる働き方として自公方式をあげた。チャップリンの「モダンタイムス」の映

画で機械に巻き込まれていく人間の映像がうかびます。またケア労働の人に尽く

す仕事こそ、コミュニケーションや構想力・実行力が求められるものはありませ

ん。保育、医療、介護などのケア労働が軽視されていることが資本主義の象徴で

あり、人間らしい労働を取り戻す新しい社会にする時をコロナ禍の中、考えざる

を得なくなっています。150年前のマルクスの科学的な社会の変革法則の「ものさ

し」がピッタリとあてはまります。次回は1月25日 第4回<コモン>の再生ー晩期マ

ルクスのエコロジーとミミュニズムです。楽しみ!!

落
下
し
た
開
口
部
と

ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス



核
兵
器
廃
絶
へ
歴
史
的
な
前
進

核
兵
器
禁
止
条
約
が
今
月
22
日
に
発
効
し
ま
す
。
歴
史
的
な

条
約
発
効
と
い
う
快
挙
で
、
核
兵
器
廃
絶
へ
の
大
き
な
前
進
で

す
。世

界
は
大
き
く
動
き
始
め
た

核
兵
器
は
こ
れ
ま
で
、
被
爆
者
を
は
じ
め
世
界
の
多
く
の

人
々
か
ら
「
究
極
の
悪
」
と
厳
し
く
非
難
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

禁
止
条
約
発
効
に
よ
っ
て
、
核
兵
器
は
道
義
的
に
許
さ
れ
な
い

だ
け
で
な
く
、
史
上
初
め
て
違
法
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
核
兵
器
を
保
有
し
、
使
用
を
ふ
り
か
ざ
す
国
は
「
無
法

者
」
と
み
な
さ
れ
、
「
核
の
傘
」
に
依
存
す
る
国
は
、
「
共
犯

者
」
と
な
り
ま
す
。

２
０
２
０
年
の
国
連
総
会
で
は
、
多
く
の
国
が
発
効
確
定
を

歓
迎
す
る
演
説
を
行
い
ま
し
た
。
各
国
に
条
約
へ
の
参
加
を
訴

え
た
総
会
決
議
は
１
３
０
カ
国
の
賛
成
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

条
約
採
択
（
17
年
）
に
賛
成
し
た
１
２
２
カ
国
か
ら
前
進
し
て

い
ま
す
。
20
近
い
国
が
批
准
の
途
上
だ
と
表
明
し
ま
し
た
。
現

在
51
の
批
准
国
は
２
０
２
１
年
中
に

70
カ
国
を
超
え
る
見
通
し

で
す
。
こ
の
流
れ
を
押
し
と
ど
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
核

兵
器
に
固
執
す
る
勢
力
は
一
層
追
い
詰
め
ら
れ
ま
す
。

核
廃
絶
の
道
へ
共
同
の
流
れ

年
内
に
は
禁
止
条
約
の
締
約
国
会
議
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
核
兵
器
廃
絶
へ
ど
の
よ
う
に
進
む
の
か
を
、
市
民
社
会
の

代
表
も
交
え
議
論
さ
れ
ま
す
。
禁
止
条
約
を
生
み
出
し
た
多
数

の
非
核
国
と
市
民
社
会
の
共
同
の
流
れ
が
さ
ら
に
大
き
く
進
展

す
る
で
し
ょ
う
。

政
治
を
変
え
る
力
に

禁
止
条
約
発
効
で
、
核
兵
器
を
拒
否
す
る
流
れ
は
市
民
の
運

動
に
勢
い
を
与
え
、
各
国
の
政
治
を
変
え
る
力
に
な
る
の
は
確

実
で
す
。
米
国
で
も
若
い
世
代
の
核
兵
器
廃
絶
支
持
は
７
割
で

す
。
核
抑
止
力
に
固
執
す
る
バ
イ
デ
ン
次
期
政
権
の
態
度
が
、

厳
し
く
問
わ
れ
ま
す
。

米
国
加
盟
国
も
変
化

米
国
の
同
盟
国
も
変
化
し
て
い
ま
す
。
北
大
西
洋
条
約
機
構

（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
加
盟
国
と
日
韓
の
元
首
脳
ら
が

20
年
９
月
、
禁

止
条
約
参
加
を
訴
え
た
書
簡
を
発
表
し
大
き
な
反
響
を
よ
び
ま

し
た
。
米
国
の
核
兵
器
が
配
備
さ
れ
て
い
る
ベ
ル
ギ
ー
で
は
政

権
が
交
代
し
、
新
政
権
が
禁
止
条
約
に
よ
っ
て
「
核
軍
縮
を
さ

ら
に
加
速
さ
せ
る
方
法
を
模
索
」
す
る
方
針
を
発
表
し
ま
し

た
。
同
国
民
の
８
割
近
く
が
条
約
参
加
を
支
持
し
て
い
ま
す
。

背
を
向
け
る
政
府
を
変
え
る

唯
一
の
戦
争
被
爆
国
で
あ
り
な
が
ら
、
禁
止
条
約
に
背
を
向

け
る
日
本
政
府
を
変
え
る
時
で
す
。
世
論
調
査
で
は
６
～
７
割

の
国
民
が
禁
止
条
約
へ
の
参
加
を
支
持
し
、
署
名
・
批
准
を
求

め
る
意
見
書
を
採
択
し
た
自
治
体
も
５
０
０
を
超
え
ま
し
た
。

国
民
の
多
数
意
思
は
明
白
で
す
。
「
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条

約
の
署
名
・
批
准
を
求
め
る
署
名
」
も
各
地
で
広
が
り
を
み
せ

て
い
ま
す
。

自
公
政
権
か
ら
批
准
す
る
政
府
へ
変
え
よ
う

日
本
の
禁
止
条
約
参
加
を
実
現
す
る
早
道
は
、
菅
義
偉
・
自

公
政
権
を
倒
し
、
署
名
・
批
准
す
る
新
し
い
政
権
を
樹
立
す
る

こ
と
で
す
。
総
選
挙
で
政
権
交
代
す
る
こ
と
は
「
核
兵
器
の
な

い
世
界
」
へ
の
大
き
な
貢
献
に
つ
な
が
り
ま
す
。

非
核
碧
南
市
宣
言
、
署
名
・
批
准
を
碧
南
市
か
ら

２
０
２
０
年
９
月
30
日
現
在
、
全
国
自
治
体
数
１
７
２
４
の

う
ち
総
計
１
６
５
３
自
治
体

95
・
88
％
が
実
施
し
て
い
る
非

核
自
治
体
宣
言
も
碧
南
市
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ね
ぎ
た
市

長
は
ヒ
バ
ク
シ
ャ
署
名
も
政
府

へ
の
批
准
の
要
求
も
し
て
い
ま

せ
ん
。
市
民
の
反
核
平
和
の
世

論
で
市
も
国
も
変
え
ま
し
ょ

う
。
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７
つ
の
提
案

○
ケ
ア
に
手
厚
い
社
会

○
人
間
ら
し
く
働
け
る
労
働
の
ル
ー

ル
あ
る
社
会

○
一
人
ひ
と
り
の
学
び
を
保
障
す
る

社
会

○
危
機
に
ゆ
と
り
を
も
っ
て
対
応
で

き
る
強
い
経
済

○
科
学
を
尊
重
し
国
民
に
信
頼
さ
れ

る
政
治
が
行
わ
れ
る
社
会

○
文
化
・
芸
術
を
大
切
に
す
る
社
会

○
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
す
る
社
会

比例東海予定候補
しまづ幸広 ＝前衆院議員
もとむら伸子＝衆院議員
長内 史子 ＝32歳

戦争法廃止
改憲許すな19行動
２月19日（金曜日）

午前11時～12時
ヤマナカ前にて

核兵器禁止条約が発効
被爆国日本政府は批准を急げ

新
し
い
日
本
を
つ
く
る
五
つ
の
提
案


新
自
由
主
義
か
ら
転
換
し
格
差
を
正
し
暮
ら

し
家
計
応
援
第
一
の
政
治


憲
法
を
守
り
、
立
憲
主
義
・
民
主
主
義
・
平

和
主
義
を
回
復
す
る


覇
権
主
義
へ
の
従
属
・
屈
服
外
交
か
ら
抜
け

出
し
、

自
主
・
自
立
の
平
和
外
交
に
転
換


地
球
規
模
の
環
境
破
壊
を
止
め
、
自
然
と
共

生
す
る
経
済
社
会
を
つ
く
る


ジ
エ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
実
現
、
多
様
性
を

大
切
に
し
個
人
の
尊
厳
を
尊
重
す
る
政
治

19行動で「条約批准」

の署名を呼びかけ1/19


